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Torrという単位につ
いて少し説明してお
きます。「ト－ル」と読
みます。
トリチェリ－という
人の名前から来てい
ます。以前はｍｍＨｇ
（ミリメ－タ－水銀
柱）という単位を使っ
ていたのですが、何か
ゴチャゴチャした感
じがあるので、比較的
スッキリした感じが
するTorrに変更した
のだろうと思います。
以上のこと確認した
訳ではなく、責任はも
てない発言ですので、
そのつもりで・・・・・・

　呼吸器疾患でよく出合う検査データについて簡単に説明します。
最もよく目にするのが血液ガスのデータと思いますのでこれにつ
いてはやや詳しく、わかりやすく説明します。
血液ガスとは、動脈の採血よりその中の酸素（Ｏ２）、炭酸ガス（ＣＯ
２）の分圧を調べ、ＰＨ（ペーハー）や、重炭酸イオン濃度を調べるも
のです。少し難しいことをいいましたが気にせずに、読みすすんで
ください。
まず、ＰＨ、Ｏ２分圧、ＣＯ２分圧、重炭酸イオン濃度（ＨＣＯ３）の正
常値を覚えることが大切です。
　ＰＨ　は７．３５～７．４５
　Ｏ２分圧＝ＰaＯ２は８０～１００Torr
　ＣＯ２分圧＝ＰaＣＯ２は３５～４５Torr
　ＨＣＯ３は２４

　検査値の見方

むみかんそう

と覚えてください。覚えてくださいと言っても無味乾燥です。上記
の数値はこれから何度も出てきます。「そのうち覚えれるわ！？」とい
うような気持ちでいいと思います。
まずＰａＯ２の問題より理解して行きましょう。上記の正常値は６
０歳までとなっています。それ以上の年齢では、１年歳をとる毎に
１Torrずつ下がっていくと考えてよいと思います。ですから、７０
歳では７０～９０Torrが正常なのです。
今からのお話は６０歳以下の成人についてのものです。ＰａＯ２が
６０Torr未満を呼吸不全と言います。私達が急に６０Torrになる
とかなりの呼吸困難の状態になると思います。しかし、ゆっくり悪
くなっていったものでは、ほとんど呼吸困難はなく、階段を昇った
りすると少し息苦しく感じるといった程度です。
呼吸不全はＰａＯ２が６０未満といいましたが、ＰａＣＯ２の値に
よって、次の２つのタイプに分けられます。

ⅠⅠⅠⅠⅠ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ２２２２２が４５が４５が４５が４５が４５Torr未満未満未満未満未満
ⅡⅡⅡⅡⅡ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ型呼吸不全→ＰａＣＯ２２２２２が４５が４５が４５が４５が４５Torr以上以上以上以上以上

　　　　　ここで大切なことを理解しましょう。　　　
Ⅱ型呼吸不全になりやすい疾患として、肺気腫症、陳旧性肺結核が
ある事を覚えていてください。他の肺疾患でもかなり重症になる
と、ＰａＣＯ２が高値になることがあります。しかし上記２疾患は
簡単にＰａＣＯ２が高値となります。
肺気腫、陳旧性肺結核はＣＯ２がたまり易い。

それでは、ＰａＣＯ２が高値となるとどのようになるか？（ＰａＣ
Ｏ２が高値となり症状が出てきた状態をＣＯ２ナルコーシスと言い
ます。）次の３つ覚えてください。

4
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①意識レベルの低下。
②血圧の上昇。
③顔面の紅潮

　特に血圧の上昇は、日常よく見られることで、肺気腫の患者さん
の血圧が上昇してきた時には、注意しましょう。

そ

話がまた横道に逸れてしまいました。検査値の見方がタイトルの
筈でした。ここでもう一度復習しましょう。
ＰａＯ２は８０Torr未満は異常。
ＰａＣＯ２は４５Torr以上は異常。
なお、チアノーゼは一般にＰａＯ２が４０Torr以下ぐらいになると
出てきます。
　次に、ＰＨについて少しお話します。動脈血が酸性に傾くという
のはＰＨが７．３５よりも下がってきます。７．３０以下になると
注意がいります。７．１０以下では生命の危険があります。このよ
うにＰＨが７．３５以下になった状態をアシドーシスといいます。
アシドーシスになると、昇圧剤などの薬が効かなくなります。薬が
効かないのは恐いことです。したがってまずアシドーシスの改善
をしなければ治療が始まりません。しかしＰＨや電解質はゆっく
り改善するほうがいいのです。　ＰＨが７．１０以上あるならゆっ
くり改善していいことを覚えておきましょう。

 ＰＨが７．３５以下をアシドーシス
 ＰＨが７．４５以上をアルカローシス

アルカローシスはアシドーシスほどは恐くない場合が多いようで
す。ただ痙攣が起こりやすくなることは記憶しておいてください。
　ここから少し難しいお話になります。今までのところも少し難
しいと感じた人は次からの★から★は飛ばしてください。
　★人間のからだはＰＨが７．４０の時最も順調に働いてくれま
す。だから簡単にはＰＨが動かないように出来ていますが、それで

じゅうとく

も病気のため、重篤な状態になると、ＰＨが動くようなことがしば
しば起こります。重症の糖尿病の人とか呼吸が止まりかけている
ような人、ショックに陥った人などはＰＨが下がりアシドーシス
となります。
またよく見られるアルカローシスでは過換気症候群があります。
このようなアシドーシスとかアルカローシスには呼吸性のものと
代謝性のものがあります。
　まず呼吸性のものから簡単に説明します。私達の吸った息より
吐いた息の方が炭酸ガス（ＣＯ２）がたくさん含まれています。そし
てＣＯ２はアルカリ性ではなく酸性です。ということはたくさん
息を吐けば、どんどん酸性のＣＯ２が体外に出ていくわけで、血液

アシドーシスは恐い！

ＣＯ２は酸

ＰＨ ７．２怖い
ＰＨ ７．１危険
ＰＨ ７．０瀕死
ＰＨ ６．９＋
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はアルカリ性に傾きます。逆に眠剤中毒などで呼吸抑制がくると、
吐く息は極端に少なくなります。そうすると酸性のＣＯ２がたま
り、血液は酸性に傾きます。
呼吸性アシドーシス・・・眠剤中毒
呼吸性アルカローシス・・過換気症候群

てい

呼吸性アシドーシスを呈するものはほかにもたくさんあり、比較
的よく見かけるものでは喘息の重責発作や肺気腫などがありま
す。呼吸性アルカローシスを呈するものはそれほど多くはなく、心
不全や肺塞栓症の一部に見られます。
このあたりのことは解らなくても読み進んでください。

　次に、代謝性のものについて説明します。これは腎で調節を受け
ます。血中のＨＣＯ３（重炭酸イオン＝ﾊﾞｲｶｰﾎﾞﾈｲﾄ）を尿として出
したり、出すのを控えたりしています。ＨＣＯ３はアルカリ性です
から、たくさん出せば、血液は酸性に傾いていきます。出すのを控
えれば、血液はアルカリ性に傾きます。つぎの３つのことは覚えて
ください。３つもムリな人は２４２４２４２４２４という数値だけでもいいです。

①ＨＣＯ３の正常値は２４（単位は覚えなくてもいいです。濃度を表わ
す単位です。）

②ＨＣＯ３が２２以下・・代謝性アシドーシス

③ＨＣＯ３が２６以上・・代謝性アルカローシス

　ここでみんなが悩むのは、「重炭酸イオン（ＨＣＯ３）という名前
に酸が入っておきながらなんでアルカリなんや？」というような
こともあるかもしれませんが、名前を付けた人が悪いのであって、
ともかく、重炭酸はアルカリと覚えてください。
　代謝性アルカローシスを呈する病態はあまりなく、嘔吐が続き
酸性の胃液がたくさん出てしまった時ぐらいが、時に見掛けるぐ
らいで、他は、輸液がうまくいってない時などにまれに見かけま
す。
　それに比べ代謝性アシドーシスの方は内科病棟でも頻回に見掛
けます。一番多いのは、低酸素血症です。低酸素が長く続くと、細胞

きが

は飢餓状態となり、乳酸というものをつくります。乳酸は酸ですか
ら、アシドーシスとなっていきます。これを乳酸アシドーシスとい
います。このときＨＣＯ３は２２以下となっています。

やっかい

　ここで少し厄介な問題が生じてきます。つまり、私達の身体は代
謝性の異常に対しては、呼吸性のもので補おうとしますし、呼吸性
の異常に対しては代謝性のもので補おうとします。血液ガスの
データを見てそこまで考える必要があるのです。簡単な例をあげ
ます。
　　
　Ａさんは、肺気腫で、普段から炭酸ガスがたまりぎみです。Ｐａ
ＣＯ２が55Torrもあります。これだけ見れば呼吸性のアシドーシス
ですから、ＰＨは7.35以下と思われるのですが、ところがどっこい

Ⅱ型呼吸不全の血液
ガス

ＨＣＯ３はアルカリ
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ＰＨは７．３８あります。これはなぜかというと、急にＣＯ２がた
まってきたのではなく、ゆっくりたまってきたので、腎臓の方で、
ＨＣＯ３を出すのを控えだしたためです。ですから、このような人
はＨＣＯ３が３０とか、３２とかになっているはずです。このよう
に、酸性のＣＯ２がゆっくりたまってくると、身体の中でなんとか
ＰＨを正常にしなければならないと考えて（？）、ＣＯ２を追い出す
ために、過換気になったりするのですが、悲しいことに、肺気腫の
患者さんの呼吸中枢はＣＯ２がたまってきたことを感知できない
のです。だからＡさんの場合腎臓が働いてアルカリ性のＨＣＯ３
が体外に出ていかないように働いてＰＨを調節しているのです。
　　
　このように、まず、呼吸性のアシドーシスが初めにあり、遅れて
腎臓でそれを代償するように、代謝性のアルカローシスが起こる
ことがあります。また、逆に最初に代謝性の異常があって、それを
呼吸性のもので代償することがあります。
　比較的よく見かけるのは、糖尿病性ケトアシドーシスです。これ
はケトン体という酸性の物質が体内にたまり（代謝性アシドーシ
ス）それを補うために過剰な換気でＣＯ２を体外に追い出します。
（＝呼吸性のアルカローシス）ですから、非常な高血糖がありさら
に過換気があれば、糖尿病性ケトアシドーシスが疑われます。すぐ
血液ガス分析が必要です。
　今、肺気腫の患者さんと糖尿病性ケトアシドーシスの患者さん
を例にあげましたが、呼吸性の代償と代謝性の代償は時間的なも
のが大きく異なり、呼吸性の代償は完了するまで数時間ですが、代
謝性の代償は数日かかります。
　だから急性の呼吸不全でＣＯ２のたまっている患者さんは、代謝
性の代償が間に合わない場合がほとんどですので、ＰＨは一般に
７．３５以下です。★
次の頁にまとめてみます。

「難しすぎる？！」とい
う声が聞こえてきま
す。このあたりのとこ
ろは、講義とか少人数
の勉強会で補います。

次の頁のまとめがわ
かれば良しとしま
しょう。
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酸であるＣＯ２が減っています。
酸が減るから、アルカリ性となります。これはアルカローシスです。また、呼
吸性のＣＯ２が動いているから、結局、呼吸性アルカローシスです。

　以下の内容は視覚でとらえた血液ガスの見方です。わかりやすく書いたつも
りです。本物の血液ガスデ－タを見ながら勉強してください。

ＣＯ２は４０で、ＨＣＯ３は２４で正常な状態。この状態がＰＨが正常となる
ところです。高さを同じにしてあります。

これはＨＣＯ３が正常よりも高い。
ＨＣＯ３が動いているから、これは代謝性のものです。
またアルカリであるＨＣＯ３が増えているから、血液はアルカリ性に傾いてい
て、アルカローシスです。したがってこれは代謝性アルカローシスです。

　 　 血 液 ガ ス の ま と め

目で見る

２４

ＣＯ２ ＨＣＯ３

正　常

４０

２４

ＣＯ２ ＨＣＯ３

４０

呼吸性アルカロ－シス

２４

ＣＯ２ ＨＣＯ３

４０

代謝性アルカロ－シス

ＣＯ２が正常よりも増加しています。
ＣＯ２が動いているから呼吸性のものです。また、
酸（ＣＯ２）が増えているからアシドーシスです。
以上より上の状態は呼吸性アシドーシスです。

呼吸性アシド－シス

２４

ＨＣＯ３ＣＯ２

４０

アルカリ

酸

アルカリ

酸

アルカリ

酸

アルカリ

酸

正　常

呼吸性アルカロ－シス

代謝性アルカロ－シス

呼吸性アシド－シス



呼吸器入門　呼吸器入門　呼吸器入門　呼吸器入門　呼吸器入門　Ta m a g a k iT a m a g a k iT a m a g a k iT a m a g a k iT a m a g a k i

 17

毎年ベルランドの看護学
校で１年生に呼吸器の講
義をしていますが、この
血液ガスのところはみん
な解りにくいのか、たく
さんの質問があります。
みなさんは、現役ですの
で頑張って理解してくだ
さい。

以上で血液ガスの見方の解説は終わりましたが、理解できたで
しょうか？
ポイントをもう一度しつこく言いますと、次のことだけでいいと
思います。

ＨＣＯ３が正常よりも低い。動いているのは代謝性の要素であるＨＣＯ３の
方。
したがって、この状態は代謝性の異常です。また、アルカリ性のＨＣＯ３が減
少しているのですから、血液は酸性となっています。
代謝性でしかも酸性だからこれは代謝性アシドーシスです。

２４４０

ＨＣＯ３ＣＯ２

代謝性アシド－シス

　①ＨＣＯ３の正常は２４
　②ＣＯ２の正常は４０
　③ＨＣＯ３は代謝性の要因
　④ＣＯ２は呼吸性の要因
　⑤ＨＣＯ３はアルカリ
　⑥ＣＯ２は酸
　⑦酸が増えるか、アルカリが減ると酸性（＝アシドーシス）
　⑧アルカリが増えるか、酸が減るとアルカリ性（＝アルカ

ローシス）

＜理解度テスト＞

この血ガスのデ－タ
を見てどのような状
態だと考えますか？

アルカリ

酸

８つのポイントをよく理
解していたら、それほど
難しいものではないと思
いますが・・
＜答え＞
ＣＯ２は４０以下ですの
で②④⑥⑦より呼吸性の
アルカローシスがある。
ＨＣＯ３は２２以下です
ので①③⑤⑧より代謝性
のアシドーシスがある。
ＰＨは正常。
そうすると、まず、代謝性
のアシドーシスがあり、
それを代償するために過
換気が起こり、上記のよ
うな血液ガスとなったと
考えるのが最も素直で
しょう。先に過換気があ
り、それが続くため腎臓
で代償していると考える
のは、天邪鬼（アマノジャ
ク）です。

　血液ガスのお話しが少し長くなりましたので、それ以外の検査
データの見方については簡単にお話しておきます。

みか

病棟でよく見掛ける検査デ－タには、一般検血と生化学があり、他
に尿検査や、特殊検査などがあります。今回は、血液検査の大切な
ものだけ説明しておきます。

代謝性アシド－シス

ＰＨ　　　       7.38
ＰａＣＯ２　　　　29
ＰａＯ２　　　　　88
ＨＣＯ３　　　　　18


